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6．議事

　（D前回議事要旨の確認について

　　　第36回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）　（資料委37－1）が

　　確認された。

（2）理解増進に関する懇談会の設置について

　　事務局より、資料委37－2に基づき、宇宙開発委員会の下に理解増進に関

　する懇談会を設置し、今後の我が国の宇宙分野における理解増進に関する基

　本的考え方及び国際宇宙ステーションを用いた方策を含む具体的な活動方策

　について審議付託すること等の説明があった。

　　これに関し、委員より、構成員の専門分野の選定理由等について質問があ

　つたのち、本審議付託は原案どおり決定された。その際、宇宙利用分野の構

　成員が比較的少ないため、適当な方がいれば追加を検討することとされた。

（3）その他

　　事務局より、今後の予定として10月24日に開催予定の日米科学技術協

　力協定に基づく第7回合同高級委員会、10月末のEU議員団の種子島宇宙

　センター視察、11月の米国宇宙飛行士の訪日について報告があった。

以上
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委38－2

　　　　　　　STS－87日本人宇宙飛行士搭乗について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成9年10月29日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙開発事業団

1．計画の概要

　　宇宙ステーション／JEMの軌道上での組立・運用を実施する搭乗運用技術者（MS）養

　　成の日米協力の一環として、STS－87に搭乗し有人活動技術に関する知識、経験等を

　　蓄積する。

　　STS－87は、第4次米国微小重力実験、太陽物理現象観測実験（スバルタン）、，米国

　　航空宇宙局（以下、rNASA」とする。）とウクライナの微小重力下における植物の成長に

　　係わる共同実験・観察、第5次船外活動開発飛行試験、ミッドデッキ・グローブボックスを

　　用いた実験等を行うスペースシャトルミッションである。

　　土井宇宙飛行士は、搭乗運用技術者（MS）としてSTS－87ミッションに参加し、国際宇

　　宙ステーションの組立・保守作業の手順及び使用機器の軌道上における検証試験のた

　　め、日本人として初めてスペースシャトルの船外に出て装置の軌道上交換作業等を実施

　　する。

　　なお、詳細な搭乗計画については添付の「STS－87日本人宇宙飛行士搭乗実施計画

　　書」に示す。

2．打上げ日時等

（1）宇宙輸送システムの名称

　　　・スペースシャトルコロンビア（OV－102）

　　　・飛行番号STS－87

（2）打上げ予定日時

　　　　　1997年11月19日午後2時46分（米国東部標準時間）

　　　　　1997年11月20日午前4時46分（日本標準時）

　　　　　なお、打上げ日時は、2週間前（11月5日）に正式決定する予定。

（3）着陸予定日時

　　　　　1997年12月5日午前7時19分（米国東部標準時間）

　　　　　1997年12月5日午後9時19分（日本標準時）

（4）打上げ可能時間帯

　　　　約2．5時間

（5）軌道高度

　　　　　約280km
（6）軌道傾斜角

　　　　　約28．45度

（7）飛行期間

　　　　　約16日間（＋予備日2日間）

　（8）搭乗員

　　　　コマンダー：ケビンR．クレーゲル他5名

　　　　船外活動実施者：ウィンストンE．スコット並びに土井隆雄

　　　　搭乗科学技術者：レオニド・カデニューク（ウクライナ）
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3．土井宇宙飛行士の担当業務の概要

（1）船外活動

　　　ウィンストンE・スコットMSとともに、国際宇宙ステーションの組立・保守に使用される予定

　の船外活動機器の機能・操作性の検証、及び船外活動作業手順の確認等のため船外活動

　を行う。

（2）ランデブー時のレーザー測距及びビデオ撮影

　スバルタン衛星放出、回収時のビデオ撮影を行うほか、スバルタン衛星とのランデブー時

　のレーザー測距を行う。

（3）地球帰還時のシャトル運用

　シャトルの帰還時にフライトデッキにおいて、計器類のモニタを実施し、状況の把握を行うと

　共に、必要な指示、操作を行うことにより、コマンダーとパイロットを補佐する。

（4）実験運用の実施

　　カルパナ・チャウラMSとともに、ミッドデッキ・グローブボックス（MGBX）を用いた以下の実

　験運用を実施する。

　　一不混和液体の濡れ特性観察実験

　　　　試料を約90度Cまで加熱し、融解した後冷却し、その過程を顕微鏡で観察する。

　　一容器内層流炎観察実験

　　　　メタンを燃焼させ、気流を変化させながら炎を観察する。

　　一凝固界面での粒子取込・吐出観察実験

　　　　試料を約120度Cまで加熱し、固液界面（固体から液体へ相変化を起こす際の液体と

　　　　固体の境界のこと）を観察する。

（5）地球観測

　　シャトルの船内からカメラで、環境の変化等を調査するため、地表面の撮影を行う。

（6）医学データの取得

　　宇宙飛行が人体にもたらす影響を調べるため、飛行前後に、土井MSの医学データの取

　得を行う。

4．今後の予定

　・平成9年11月05日（水）に行われるNASA飛行準備審査会（FRR）により

　　打上げ日決定

2



　　　　　STS－87

日本人宇宙飛行士搭：乗実施計画書

●

●

平成9年10月

宇宙開発事業団



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ページ

1　概要…・・……………・…・・……………・……・・…………・…・…・…………・……・・…………・……・・…………・…1

1
占
－
占
－
ゐ
－
占
－
山
－
占
－
占
－
占
－
占

緒言……………・・…・・………………・・…………・・……・……・………………………・……………1

搭乗計画の概要………・………・・……ニ…………・…・・……………・…………・……・・…………1

土井宇宙飛行士の担当業務の概要………………・……………・・…・…・……………・・……5

宇宙輸送システムの名称…・・……・………………・………・………・………・・………………・5

実施日時及び飛行条件……………一・…・………・……・…………・…・…・・…………………6

搭乗員……………・…………・…・…・……・……一…・…・・……………・・…………・……・………・6

STS－87日本人宇宙飛行士支援隊の組織……一………・…・………・……・…・…・……7

実施機関　…………・……・・……・……・……・…………………………・……・…・・………………7

実施責任者…・・……………・……・・…………・………………………・…・………・・………・…・…7

2　打上げ及び実験運用計画　……・………・…・・………………・・……………・・…・・…？……………・・……・・8

　　2．1　打上げ及び実験運用の実施場所一……………・………・…・……・…………・・……・・……8

　　2．2　第5次船外活動開発飛行試験…・……………・……………………………・・……・・……・…9

　　　2．2．1　概要………………・一……・………・・……………・…・……………●’●’’”…”●…’●’●9

　　　2．2．2　船外活動を実施するためのシステム・………………・…………・…・…・……・11

　　　2．2．3　主な船外活動用具…・……………・…………・……・・……・・…………・…・…・・……15

　　2．3　スペースシャトルの飛行計画………………・・……………・・…・………・・………・・……19

　　2．4　通信システムの概要…………・……・……………・・…・……………・・…・…………・……・…20

3　安全管理…………・……・………・………・・……………………………・…・…・………………・……………21

4　宇宙飛行士の医学管理………………・…・…………・…・一・∵…・………・・…………・……・………・…21

　　4．1　飛行前医学管理・・………・……・…・…・…………・……・……・……・…・・……………・…・……21

　　4．2　飛行中医学管理…………・……・……・・…………・……・…・………・……・・…………・…・…・21

　　4．3　飛行後医学管理………………・…………・……・・……・…………・・…・…・…………・・………21

5　関係機関等への情報提供＿＿＿＿．．．．＿．．＿＿＿＿．＿＿．＿＿＿＿＿＿．．．＿＿．＿＿＿＿．＿．＿．21

　　5．1　関係機i関一………・…・・……・…………・……………………………・・……・………・……・……21

　　5．2　報道関係………………・・……・…………・…・……・……………………・…・・99・………・…・・…・21

61普及啓発・………………・……・…………・・………・・………・…………・……・・………・…・…………………21



〈図一覧〉

図1

図2

図3

図4

図5

図6

図7

図8

図9

図10
図11
図12

STS－87の主要ミッション

STS－87日本人宇宙飛行士支援隊の構成

NASA施設の配置図

EVAを実施するためのシステムの構成概要

EMUの構造
エアロックの配置

工アロックのイメージ

船外活動クレーン

宇宙飛行士固定用具

汎用固定用具

ピストル型パワー・ツール

船外活動時に使用するデータ伝送システムの概要

〈表一覧〉

表
表
表
華
表
表

実験概要

主な軌道上作業計画

NASA施設の主な役割

船外活動タイムライン

エアロックのサブシステム

飛行計画



1．概要

1．1　緒言

　　本実施計画書は、宇宙ステーション／JEMの軌道上での組立・運用を実施する搭乗

運用技術者（MS）養成の日米協力の一環として、宇宙開発：事業団の土井宇宙飛行士が

スペースシャトル87号機（以下、rSTS－87」とする。）に搭乗するに際し、その実施

計画を記述する。

1．2　搭乗計画の概要

　　STS－87に搭乗し有人活動技術に関する知識、経験等を蓄積する。

　　STS－87は、第4次米国微小重力実験、太陽物理現象観測実験（スバルタン）、

米国航空宇宙局（以下、　「NASA」とする。）とウクライナの微小重力下における植物の

成長（植物のライフサイクル（注Dぬに係わる共同実験・観察、第5次船外活動開発飛行

試験、ミッドデッキ・グローブボックス（注2）を用いた実験等を行うスペースシャトルミ

　ッションである。

　土井宇宙飛行士は、搭乗運用技術者（MS）としてSTS－87ミッションに参加し、国際

宇宙ステーションの組立・保守作業の手順及び使用機器の軌道上における検証試験：のた

め、日本人として初めてスペースシャトルの船外に出て装置の軌道上交換作業等を実施

する。この成果を今後の日本人宇宙飛行士養成計画及び日本の実験棟（JEM）の軌道

上組立、検証（含む船外活動）計画に反映する。

　なお、詳細な搭：乗計画を添付の「STS－87日本人宇宙飛行士搭：乗実施計画書」（案）

に示す。

　　STS－87の実験概要を表1、カーゴベイペイロードの搭載場所を図1、主な軌道上作業

計画を表2に示す。

注1）植物のライフサイクル

　　植物のライフサイクルとは、種子の状態から成長して次世代の種子を形成するまでの経過の総称である。

注2）ミッドデッキ・グローブボックス

　　　危険を伴う実験を、与圧域内において搭乗員が安全に処理できるようにするためにマーシャル宇宙飛行

　　センターが開発した装置が、グローブボックスである。この装置は、グローブ（手袋）がとりつけられた

　　箱状のもので、手袋に両手を差し込んで観察しながら、実験を行うことが出来る。これを使用することに

　　より、搭乗員は、ある程度危険な物質を扱うことが出来るようになる。ミッドデッキ・グローブボックス

　　の作業区域は、ミッドデッキの空気とは完全に隔離されており、絶えずミッドデッキより低い圧力が維持

　　されているため、船内に有害物質が出ていかないようになっている。
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表1　実験概要

第4次米国微小重力科学実験：

@　　　ペイロード

　NASAが推進している、微小重力科学実験を中心としたシ

梶[ズミッションで、スペースシャトルのカーゴベイを利

pして様々な微小重力科学実験を実施する。

第4次スバルタン201 　スバルタン201は、再利用可能な太陽物理観測用フリー
tライヤであり、コロナ層で発生する太陽風やコロナ層の

ｷ度上昇等のメカニズムを検証するものである。

第5次船外活動開発飛行試験 　土井宇宙飛行士（日本人初）、ウィンストン・スコット

ﾌ2名が船外活動を行う計画である。国際宇宙ステーショ

唐ﾌ軌道上交換装置運搬用に開発した船外活動クレーンを

pいて作業を行い、その機能・性能の検証を行う。

ヒッチハイカ （1）スペースシャトルによるオゾン観測実験

i2）ループヒートパイプ

i3）ナトリウムー硫黄バッテリ実験

ゲッタウェイ・スペシャル （1）乱流拡散炎実験

i2）ゲッタウェイ・スペシャルー036
ミッドデッキ・グローブ

@　　ポツクス

（1）不混和液体の濡れ特性観察実験

i2）容器内層流炎観察実験

i3）凝固界面での粒子取込・吐出観察実験

ウクライナとの共同実験 　ウクライナ国立宇宙機関（NSAU）とNASAが協力して植物

iアブラナ属Rapa：Brassica　Rapa）のライフサイクルに

ﾖして10種類の実験を行う。

開発試験ペイロード （1）シャトル搭：桑時状況表示ディスプレイ

i2）熱防護システムの評価のための外部燃料タンク分離

繧ﾌ写真撮影
i3）横風着陸実証実験
i4）リモートマニピュレータ状況表示ディスプレイ

補完ペイロード （1）教育活動

i2）歩行能力検証実験
i3）骨及び筋肉への宇宙飛行の影響

i4）宇宙飛行後の各搭乗員の起立能力の調査

リスク軽減実験 （1）自律型船外ロボットカメラ

2



◎o

STS－87カーゴベイペイローードの搭載場所

US蘭凹4：第4次米国微小璽力実験へ’一一ド

　　　　　　　　　　　　　　．TGDF：乱流拡散炎実験

　　　　　　　　　　　　　　　　　SPARτ州201－04：第4次期’憩ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G－036：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デット・7ウエイ・スへ●シヤル036

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EDFT－OTD：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船外活動用検証クレ・ン

0規E：軌道上加連度研究実験

　　　SOしSE：地球外輪のオヅン層観測実験

　　　　　　　　　　　　　LHP：鴻一フ・●ヒート．ハ●イフ・

　　　　　　　　　　E匪τ一〇RU：船外活動検証用模擬ニット

●・ ｫ。、

験’

…◎◎‘・

・USMP－4：Uni吐ed　S¢atcs　Microgravi妙Paylo3d－4

　　　　　（第4次米国微小重力実験ペイロード）

・TCI）F：TurbulcI貰t　Gas－Jc重Dlrfusion

　　　　　　Flames　Experimcnt
　　　　　　　（乱流拡散炎実験装置）

・SI》ARTAN－201：Shu川e　PoiIlted人utoIlomous
　　　　　　　Researcll　To11　for　As‘ronomy201

　　　　　（第4次スバルタン）

。C－036：Get　Away　Speci鎚E　G－036

　　　　（デット・アウェイ・スペシャル036）

・EDFT－OTD：EVA　Dcvclopmcn‘Flight　Tcsピ

　　　　　　　・ORU　Transfbr　Devicc
　　　　　　　（船外活動用検証クレーン）

。NaSBE：Sodiunl　Su1rurBattcry　Expcriment
　　　　　　　（ナトリウムー面面バッテリ実験）

・EDFT－ORU：EVA　Dcvclopmcnt　FlightTest
　　　　　　　－Orbilal　Rcplaccmcnt　uIl董t

　　　　　　（船外活動検証用模擬ユニット）

’L旦エ：Loop　Heat　Pipe（ループ・ヒートパイプ）

　●SOLSE；ShuU蒐e　Ozone　LimbSoundhlg　Expcriment
　　　　　　（地球外輸のオゾン観測実験）

　・OARE：Orbital　AccderaIion　Rcso3rch　Expcrimcnt

　　　　　（軌道富加運度研究実験）

　・EDO：Extendcd　Duratio“Orbiter
　　　　（軌道上滞在延長キット）

図1－STS－87主要ミッション



表2　主な軌道上作業計画

注）日付、時間は日本時間。

日程 主な軌道上作業計画

11／20（1日目） 午前5時頃打上げ

O道投入後確認作業
�ｬ重力実験開始、貨物室調査

11／21（2日目） 太陽物理現象観測フリーフライヤーの放出

11／22（3日目） 微小重力実験、NASA／ウクライナ植物実験等

11／23（4日目） 太陽物理現象観測フリーフライヤーとのランデブー、捕捉、格納

11／24（5日目） 船内減圧、宇宙服チェックアウト

11／25（6日目） 船外活動の実施（約6時間30分）、船内加圧

11／26（7日目） 微小重力実験、NASA／ウクライナ植物実験等
@（自由時間4時間）

11／27（8日目）
`12／3（14日目）

微小重力実験、NASA／ウクライナ植物実験等

12／4（15日目） 帰還準備

12／5（16日目） 微小重力実験終了、軌道離脱

ﾟ後9時頃着陸・帰還　　　　　　　　　　・
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1．3　土井宇宙飛行士の担当業務の概要

（1）船外活動’

　ウィンストンE・スコットMSとともに、国際宇宙ステーションの組立・保守に使用

される予定の船外活動機器の機能・操作性の検証、及び船外活動作業手順の確認等の

ため船外活動を行う。

（2）ランデブー時のレーザー測距及びビデオ撮影

　スバルタン衛星放出、回収時のビデオ撮影を行うほか、スバルタン衛星とのランデ

ブー時のレーザー測距を行う。

（．3）地球帰還時のシャトル運甲、、

　シャトルの帰還時にフライトデッキにおいて、チェックリストを用いて計器類のモ

ニタを実施し、状況の把握を行うと共に、必要な指示、操作を行うことにより、コマ

ンダーとパイロットを補佐する◎

（4）実験運用の実施

　カルパナ・チャウラMSとともに、ミッドデッキ・グローブボックス（MGBX）を用い

たNASA実験運用を実施する。

（5）地球観測

　シャトルの船内からカメラで、環境の変化等を調査するため、地表面の撮影を行う。、

（6）医学データの取得

　宇宙飛行が人体にもたらす影響を調べるため、飛行前後に、土井MSの医学データ

の取得を行う。

1．4　宇宙輸送システムの名称

　・スペースシャトル　コロンビア（OV－102）

　・飛行番号　STS・87
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1．5　実施日時及び飛行条件

　・打上げ予定日時

　　　1997年11月19日　午後2時46分（米国東部標準時間）

　　　1997年11月20日　午前4時46分（日本標準時）
　　なお、打上げ日時は、2週間前（11月5日）に正式決定する予定。

・着陸予定日時

　　1997年12月5日
　　1997年12月5日

午前7時19分（米国東部標準時間）

午後9時19分（日本標準時）

・打上げ可能時間帯

　約2．5時間

・軌道高度

　約280km

・軌道傾斜角

　約28．45度

・飛行期間

　約16日間（＋予備日2日間）

1．6　搭：乗員

　　　．コマンダー：ケビンR．クレーゲル他5名

　　　船外活動実施者：ウィンストンE．スコット並びに土井　隆雄

　　　搭乗科学技術者：レオニド・カデニューク（ウクライナ）

6



1．7　STS．87日本人宇宙飛行士支援隊の組織

　STS．87及びこれに搭：乗ずる日本人宇宙飛行士に係わる飛行前、飛行中、帰還時にお

ける状況把握、軌道上イベント、渉外業務等の支援及びこれらを実施するために必要な

準備作業を的確かつ円滑に遂行するため、STS－87日本人宇宙飛行士支援隊を編成する。

　　図2に支援隊組織を示す。

実
施
責
任
者

ア
ド

バ
イ

ザ

企画主｛

主任付

情報連絡主任

企画班一
o
＝

広報班

企画係

会計係

渉外班

広報係

渉外係

MSサポート班

情報連絡班一m

MSサポート係

情報連絡係

通信設備係

MS医学管理主任一MS医学管理班一MS医学管理係

図2　STS－87日本人宇宙飛行士支援隊の構成

1．8　実施機関

　宇宙開発事業団

　　理事長　内田　勇夫

　　　東京都港区浜松町2丁目4番1一 世界貿易センタービル

1．9　実施責任者

　宇宙開発事業団

　　理事　村山　英敏
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2．打上げ及び実験運用計画

2，1　打上げ及び実験運用の実施場所

　　STS．87の飛行運用に使用されるNASA施設の役割を表3に示す・また・関連する

NASA施設の配置を図3に示す。

表3　NASA施設の主な役割

役　　割 場　　　所

射　　場
ケネディー宇宙センター（フロリダ州）　’

・’ ?@陸場
ケネディー宇宙センター（フゴリダ州）

代替着陸場
　エドワーズ空軍基地（カリフォルニア州）

zワイトサンズ試験施設（ニューメキシコ州）

スペースシャトル飛行運用管制

@　　実施場所

ジョンソン宇宙センター（テキサス州）

・実験運用実施場所 ゴダード宇宙飛行センター（メリーランド州）

}ーシャル宇宙飛行センター（アラバマ州）

@　ウクライナ国立宇宙機関（NSAU）

ゴダード宇宙飛行センタ

（GSFC）

宍早口

　　　●、・、．　（前　鯵⊃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う

　《γ
　ガン州

一。u。@　　・　ぺyレ
　コィンリ1炉イf　　　．

　　　ノコ　へゆ　
1ジ講窃イ≧三

軸一ザ州控＝．

　　ゆロサつ

　　7州

〉～…＋＿L＿！　軍需蛸
　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　1〃・繍アー・・㌢・斗・一州∠；…イ・州

ホワイトサンズ試験研究施設’、

　　（WSTF）

エドワーズ空軍・坤

配
、

ジョンソン宇宙センタ

（JSC）

　γ一州ノー・●．醐。

　　（縄　“，

ノを1’”鰐

　　（努ミ》

　　　ゐ一．鳶　．

ノサ　

’＼黛i撫
　　　・一｝・・7’イ，γ｝’州

　　コネチ禽け州
f　‘ユー？9一ジー轍

　　ず，9・7轍
　　’7一，y昏’州

NASA　部

ロコココ　 ｵ　

　　躍

ケネディー宇宙センタ

　（K：SC）

一シャル宇宙飛行センター

（MSFC）

図3　NASA施設の配置
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2．2　第5次船外活動開発飛行試験：（EDFT・05）

2．2．1　概要
　　国際宇宙ステーションの組立には、相当数の船外活動による組立作業が必要となる。

NASAは、船外活動による組立作業を確実に成功させるため、国際宇宙ステーション組

立に使用する機器を開発している。第5次船外活動開発飛行試験（以下、　「EDFT・05」

とする。）は、その一環として、軌道上で実施される検証試験の一つである。

　　今回のEDFT・05は、当初96年11月のSTS．80において計画されていたが、エア

ロックの故障が生じ船外活動の実施が見送られたため、STS．87にて実施されることにな

ったものである。

　　船外活動は宇宙服内部作動圧力は約0．3気圧であるので、減圧症を引き起こす可能性

がある。減圧症は、人体周囲の気圧を低くしたとき、血液や体の組織中の窒素が気化し、

発生した気泡が血管や関節において痛みを伴う症状を呈するもので、生命の危険を伴う

　こともある。この回避策として、気泡の原因となる窒素を体外に排出させるために100％

酸素を一定時間呼吸することを、プレブリースという。

　以下に標準的な船外活動準備作業を示す。

①マスクを着用して100％酸素を60分間呼吸する。

②船室内を約0．7気圧に減圧する。

③マスクをはずし約0．7気圧の状態で船室内の空気を呼吸して12時間以上過ごす。

④スーツ内の窒素を排出するために8分間のパージを行う。

⑤スーツの着用を行う。

⑥スーツ内で40～75分間100％酸素を呼吸する。

　EDFTO5では、土井宇宙飛行士、ウィンストンE．スコットの2名の搭乗員による1

回の約6時間半にわたる船外活動試験を実施する。本船外活動では、国際宇宙ステーシ

ョンの軌道上交換装置運搬用に開発した船外活動クレーンを用いて作業を行い、主にこ

のクレーンの性能を検証する。本試験：は大型軌道上交換装置、小型軌道上交換装置に対

して実施され、それぞれバッテリ模擬装置、ケーブル・キャディが用いられる。なお、

本船外活動期間中には、リスク軽減実験の一環として、将来の船外活動を支援するため

の自律型船外ロボットカメラ（スプリント）の性能実証試験などが行われる。船外活動

のタイムラインを表4に示す。
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表4　船外活動タイムライン

船外活動

o過時間

ウィンストンE．スコットMS作業 土井MS作業 作業時間

0：00～0：15 エアロックを減圧して船外へ 同左 0：15

0：15～0：25 作業場所までの往復
i体慣らし）

同左 0：10

0：25～1：35 船外活動クレーンの設置・点検

yび機器の準備

同左 1：10

1：35～2：05 大型模擬装置（バッテリ模擬装

u）の取り出し

同左 0：30

2：05～4：05 クレーンによる大型模擬装置

ﾌ運搬操作試験

同左 2：00

4：05～4：35 ロボットアームに足を固定し

ｽ状態での大型模擬装置の運
ﾀ操作試験

クレーンを使用しての小型
ﾍ擬装置（ケーブルキャデ
B：ケーブル運搬用具）の運

ﾀ操作試験

0：30

4：35～5：05 クレーンの収納 同左 0：30

5：05～5：55 自律型船外ロボットカメラの

叝oと回収
その他の船外活動機器の操
?ｫの評価

0：50

5：55～6：30 船外活動機器を片付け、エアロ

bクへ戻り、エアロックを再加

ｳして作業終了

同左 0：35
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2．2．2　船外活動を実施するためのシステム

　　　船外活動を実施するためのシステムは船外活動ユニット（EMU：Extravehicular

　Mobility　Unit）とエアロックの2つのサブシステムにより構成される。

　　　図4にシステム構成概要を示す。

EVAの種類には、以下の3種類がある。

・計画された船外活動（Scheduled　EVA）

　　打上げに先立ち計画されていてノミナルのミッションタイムラインに含まれてい

　　る船外活動。

・計画外の船外活動（Unscheduled　EVA）

　　ノミナルに計画されたミッション活動には含まれていないが、予定していた実験

　　を成功させるために必要となる船外活動。

・非常時の船外活動（Contingency　EVA）

　　宇宙船と乗員を安全に帰還させるために必要となる船外活動。

（1）船外活動ユニット

　船外活動ユニット（以下EMUと呼ぶ）は人間の形をした独立したシステムで、一

般には宇宙服と呼ばれている。宇宙飛行士の生命を維持し快適な作業環境を提供する　　．

もので、宇宙飛行士を宇宙環境から保護し、体を自由に動かすことができ、生命を維

持し、そして外部との通信手段を提供することなどにより船外活動ができるようにな

っている。

　EMUはさらに次の3つのサブシステムから構成される。

　　①生命維持システム

　　②宇宙服

　　③補助的ツール

　EMUの外観を図5に示す。
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EVAを実施するためのシステム

船 活動ユニット　　EMU

生命維持システム LSS 補助的ツール

主生命維持システム　PLSS

水酸化リチウムリカ。トリッシ’

バッテリー

表示制御モジュール

　　DCM

二次酸素パック　SOP

宇宙服　　SSA

上部胴体（且UT）

下部胴体（LITA）

ヘルメット

グローブ

ヘッドセット

心電図キット

ドリンクバッグ

フードスティッ

エアロック

制御パネル

EMUライト

EMU　T▽

EMU支援設備

エアロックアン

rリカルrSCm

エアロックアダ
vタプレート

下部胴体収納バ

cグ

テザー

手首ミラー

耐熱ミトン

EVA時計

EVAカフチェッ
クリスト

EVAはさみ

冷却高

高高高 図4　EVAを実施するためのシステ
　　　　ムの構成概要
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（2） G諺は船外活動の際の宇宙船力・らの出入り・である．エア・ックを使うこと

により宇宙服を着たクルーは船室全体の気圧を下げずに船外に出ることカ｛できる・船

叢甦灘羅彗蓄麟難欝攣雲蓬拝も塗悪事華華車掌

　保管場所としても使用され、3セットまで収容することができる・

　　スベ＿スシャトル内でのエアロックの配置を図6に示す・

　　　家中の出入
　　り口の部分ピ　　　　　　　　　　　　クル＿モジュ＿ル　　　　　　　、

　はハッチが取　　　　　　　　σ6）　　エァロック
　　りつけられて　　　　　　　　　　　　　　　　　ペイロードペイ

いる。
O
O

　
へ
」◎

εVA _

　　　　　　　　　　　　　　図6　エアロックの配置．

　　　　　　　　　　　　出典：JANE1SSPACEFLIGHT　1987

エアロックのイメージを図11に示す．

　　’◎￥
z’孝8
　　　　　．」

購
双u

鯨
レN陣
u
随

　図7　エアロックのイメージ
出典：EVA　Prep／Post　Training　Wor茎book’JSC－23901

　　∫A賛E’S　　SPACEFLIGHT　　l　987

エアロックのサブシステムとその機能概要を表6に示す・

表5 エアロックのサブシステム

No． 名称 機能

1 ハッチ
船室とエアロック、エアロックと船外とを仕切る

2 表示制御パネル
関連機器の制御と、電力／水／酸素など供給のインタフェ

[ス
3 EMU支援設備 上記機能の支援他
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2．2．3　主な船外活動用具

　　船外活動で使用される用具のうち、主要なものを次に示す。

（1）船外活動クレーン（図8）

　　　船外活動クレーンは、約272kgまでの軌道上交換装置や機器の運搬、あるいは一

　　時的な仮置きが可能であり、最大約5．3mまで伸縮可能なブームを用いての、運搬作

　　業が可能である。

　　　本フライトでは、国際宇宙ステーションで使用される軌道上交換装置の中で最大の

　　ものの一つであるバッテリの運搬操作を模擬装置を用いて評価する。

　　　船外活動クレーンは、今回が初フライトであり、本フライト後、改修を行い、2000

　　年1月、国際宇宙ステーション第1回利用フライトの際に打上げられる予定である。

（2）宇宙飛行士固定用具（図9）

　　宇宙飛行士固定用具は、船外活動の際にその一端を宇宙飛行士の身体にとりつけ、

　他端をハンドレールに固定することにより、両手を自由に作業に使えるようにするた

　めの用具である。

　　宇宙飛行士固定用具の評価試験は、既にSTS－69、　STS・72でも実施されているが、

　下記汎用固定用具との操作性の比較は今回が初めてである。

（3）汎用固定用具（図10）

　　汎用固定用具は、宇宙飛行士固定用具をベースに開発された。先端の把持部を、船

　外活動中に交換することができるので、宇宙飛行士固定用具よりも多くの用途に使用

　することができる。

　　汎用固定用具は、STS・76でも、評価試験が行われている。

（4）ピストル型パワー・ツール（図11）

　　ピストル型パワー・ツールは、モー・七日回転方式の駆動工具であり、ネジ、ボルト

　の締め付け作業に使用できる。

　　ピストル型パワー・ツールは、STS．80で船内評価試験が実施され、　STS・82（ハッ

　ブル宇宙望遠鏡の修理ミッション）で、実際の作業用工具として使用されている。

（5）その他

　　　（1）～（4）に示した以外に、軌道上交換装置固定用具等、各種の船外活動用具

　　　　　の操作性評価が行われる。
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　　　　　　　　　　　　　軌道上交換装置取付部，

　　　　　　　　　　　’関節部

アクセサリー1アーム3個

　　1パワーツール

インタフェース部

ブーム手動伸展

　ハンドル

ピッチ軸駆動

ハウジング

（十45～一90度回転） ㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜

　伸展ブーム（5段式チューブ）

ヨニ軸駆動ハンドル（360度回転）

支柱

図8　船外活動クレーン
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ボールスタック
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宇宙服へ9取付部

ノ

エンド・エフェクター

図9　宇宙飛行士固定用具

関節部（2）

フレキシブル部を堅くするためのカラー

■

●

フレキシブル部

ノ
し
・

」

〃
1
電

宇宙服への取奇部

ハンドレール把博用エンド・エフェクター

図10　汎用固定用具
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2．3　スペースシャトルの飛行計画

　土井宇宙飛行士が搭：乗ずるスペースシャトル（STS・87、オービタ：コロンビア号）は、

ケネディー宇宙センター（射点：39B）から打上げられる。打上げのための最終秒読み

は、発射約8時間前から始められ、スペー・スシャトルの外部タンクへの燃料、及び酸化

剤の充填が開始され、発射約3時間前に所定の健康管理や、検査を終えた搭乗員が搭乗

する。

　　発射6．6秒前にメインエンジンが点火され、推力が正常であることが確認された後、

固体ロケットブースターが点火され、スペースシャトルのリフトオフが始まる。垂直に

発射されたスペースシャトルは、その後姿勢を変更しながら上昇を続け、固体ロケット

ブースターの分離、外部燃料タンクの分離、メインエンジンの燃焼終了の後に、軌道修

正用エンジンの噴射が行われ、打上げ約40分後に高度約280kmの円軌道に投入さ

れる。その宿しばらくしてから、シャトル搭載システムの飛行運用が開始される。

　本ミッションにおける飛行期間は、約16日間である。

　　スペースシャトルは、シャトル搭載システムの飛行運用終了後に地球への帰還を行う

が、着陸約2時間前から着陸準備に入り、姿勢変更、軌道修正を行った後、大気圏に突

入し、空気抵抗により減速しながら高度を下げ、ケネディ宇宙センター（KSC）に着

陸する。

　土井宇宙飛行士が搭：乗ずるSTS－87の飛行計画を表5に示す。

表5　飛行計画

1 飛行番号 スペースシャトル　コロンビア（OV－102）
2 宇宙輸送システム STS・87

3 打ち上げ予定日時 1997年11月19日　午後2時46分頃（米国東部標準時間）
P997年11月20日　午前4時46分頃（日本標準時間）

4 ロンチウインドウ 約2時間30分
5 打ち上げ場所 ケネディ宇宙センター、射点一39B
6 軌道高度 約280km
7 軌道傾斜角 約28．45度
8 飛行期間 約16日間（＋予備日2日間）
9 搭乗者 ・コマンダー（船長）　　　　ケビンR．クレーゲル

Eパイロット（操縦士）　　　スティーブンW．リンゼイ・ミッションスへ。シャリスト／へ。イロードスペシャリスト

@・ミッションスペシャリスト（MS）　　カルパナ・チャウラ

@・ミッションスペシャリスト（MS）　　ウィンストンE．スコット

@・・ミッションスペシャリスト（MS）　　土井　隆雄

@・ペイロードスペシャリスト（PS）　レオニド・カデニューク

10 着陸場 主着陸場：ケネディ宇宙センター

繿ﾖ着陸場：ドライデン飛行研究センター

11 着陸予定日時 1997年12月5日　午前7時19分頃（米国東部標準時間）
P997年12月5日　午後9時19分頃（日本標準時間）
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　　　通信システム2，4
船外活動クルーとシャトル及び地上との通信システムの鞭を図12に示す・
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図12　シャトルとのデータ伝送システムの概要
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3　安全管理

　　スペースシャトルは、搭乗員、地上運用者、公衆及びスペースシャトル等の財産への

安全確保を基本方針とするNASAの安全要求及び規定に基づいて運用される。

4　宇宙飛行士の医学管理

　　日本人搭乗運用技術者の飛行前及び飛行中並びに飛行後における医学管理は、事業団

　の航空宇宙医師（FS）の支援を受けてNASAが行う。

4．1　飛行前医学管理

　飛行1ヶ月前より現地にて医学管理を行い、10日前、2日前、飛行当日に健康診断

をNASAと共同で実施する。

4．2　飛行中医学管理

　飛行中に健康モニタリング及びプライベート・メディカル・カンファレンスをNASA

と共同で実施する。

4．3　飛行後医学管理

　帰還後1週間まで現地で医学管理を行い、帰還当日、3日後に健康診断をNASAと共

同で実施する。

5　関係機関等への情報の提供

　5．1　関係機関

　土井宇宙飛行士の活動状況等の情報については、関係官庁、在外公館等関係機関に速

やかに通知する。

5．2　報道関係

（1）報道関係者に対し、可能な限り取材の便宜を図る。

（2）土井宇宙飛行士の活動状況については、実施責任者等から発表を行う。

6　普及啓発

　有人宇宙技術の開発について、広く国民の理解を得るとともに、その知識の普及と啓

発を図るため、スペースシャトルの飛行中において以下のイベントを実施する。

　（1）政府要人と土井MSとの交信

　（2）軌道上の搭：乗員と地上の報道関係者との記者会見

　（3）土井MSによる軌道上からの地球観測・天体観測の紹介

　（4）土井MSによる生活空間であるスペースシャトル船内及び宇宙食の紹介

　（5）船外活動前後の心境及び船外活動用宇宙服等の紹介
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● ●

宇宙関係業務予定（平成9年1 1月）

平成9年10月29日
宇宙開発委員会事務局

第1週 第　2　週 第　3　週 第　4　週 第　5　週

定例会議 ○ ○ ○ ○

宇 5日 12日 19日 26日
宙

開 理解増進 ○

発 懇談会 （未定）

委

員 計画調整 ○

会 部会 （未定）

宇宙環境 ○応用化分科会
利用部会 （未定）

○

19日
関係機関 ETS／TRMM打上げ

○ ○

20日 25日
STS－87打上げ 土井宇宙飛行士

船外活動

＜”， @亀’臼幽 一F　　　　　　　　　　　　　　　　　噌
kE－7Aエンジン燃焼試験（10／22～12／19）

・○一一　レ

Q7日

Oワ∂岬 ○

国際会議等 牽同稿 19～21日
魯宕切 CEOS全体会合
都a、 （トゥールーズ）


